ナノスケールで世界最高の光閉じ込め効率をもつ光共振器を実現 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター





























































 情報通信分野 TOPICS Information & Communication
　極微小領域に、光を長く、かつ強く閉じ込めることを可能とするナノスケールの光共振器は、光を蓄えた
り、光と物質との相互作用を増大させるといった機能をもち、次世代の光科学の進展にとって重要な役割を
果たすと考えられている。2007 年 8 月、京都大学と（独）科学技術振興機構は、フォトニック結晶を用いて、
ナノスケールでの世界最高の光閉じ込め効率をもつ光共振器を実現させた。ナノスケールの光共振器開発は
世界的に行われているが、今回、２次元スラブ構造と呼ばれるフォトニック結晶に基づく光共振器の特性向
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